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前書き 

現代栄養学の研究が浸透するにつれ、既存の理論が次々に改められている。かつて、ア

ミノ酸は人体がタンパク質を吸収する際の唯一の形態であると考えられていた。が、近年

の研究により、タンパク質の多くが 2~3 個のアミノ酸から成るオリゴペプチドとして吸収

され、且つ、その吸収効率は遊離アミノ酸より高いことが発見された。 

ペプチド研究が急速に進展する中で、多くの生物活性を持つペプチドが次々と発見され

ている。体内で合成される内因性生理活性ペプチドと人工的に生成される外因性ペプチド

を含む種々のペプチドは多彩な生物活性を有し、国際的にペプチド研究が脚光を浴びてい

る。ホルモン様活性、成長因子様活性、抗酸化活性、抗菌活性、抗ウイルス活性、抗老化

活性、免疫調整活性等々、新しい研究成果が続々と発表され、今日、ペプチド栄養学は栄

養学の新たな研究領域となっている。しかしながら、国際的に、未だペプチド栄養学の総

論が存在せず、それについての専門書籍もないままで、ペプチド栄養学研究の場に多大な

損失が惜しまれてならない。そのような不合理性に対し、我々は率先して国内外に於ける初

の「ペプチド栄養学」の編集を決意した。ペプチド栄養学、全般領域に及ぶ基礎理論、な

らびに、各ペプチドの機能性に対する研究成果を系統的に紹介し、関連知識を網羅する総

論として、基礎レベルの土台を提供できればと願っている。 

本書は、あくまでも簡易なところから入門書としても導けるよう心がけ、歴史背景から

沿革、研究の最先端まで、基本概念から機序解明まで、基礎理論から開発応用論までと、

系統的な段階を踏まえ、わかりやすく紹介した。本書は主に次の内容から成る：ペプチド

栄養学の基本概念と現代栄養学における地位；ペプチドの定義、組成および命名；ペプチ

ドの構造とその構造解析の方法；ペプチドの代謝ならびに主な生理機能；生物活性ペプチ

ドの概念と分類および生理機能；内因性生理活性ペプチドの分類および生理機能；外因性

生理活性ペプチドの分類および生理機能；生物活性ペプチドの予防、健康保持、治療、運

動などの分野における応用；ペプチド研究の最前線と今後の課題等である。本著の特徴と

しては、できる限り国内外のペプチド研究を網羅し、且つ、直面する課題について分析を

加えたことである。これにより、本著作が「ペプチド栄養学」という新しい学科の誕生と

その発展に貢献できるよう、或いは、人材育成に基礎教材として役立つようにと願った。 

他分野に連続する領域も広く、多岐にわたる内容から、編者の学識の限りに対し、不備

や至らなさが案じられ、読者の皆様からのご指摘を心から歓迎している。本書が世界のペ

プチド栄養学の研究に寄与できるよう願うと共に、本著が再版される際には内容の更新や

質の向上のために、多くの専門家の皆様のお力添えをお願いしたい。本書が際立った完成

度を持ち、皆様に愛される手引書として、より多くの皆様の目に触れることを念願する。 

本著作は編者全員の深い学識と努力の賜物であり、ここで、改めて、彼らに心からの感

謝を申し添えたい。また、発刊に際しては、北京大学医学部科学出版基金、帝斯曼（中国）

有限公司食品配料部（DSM FOOD SPECIAL）、北京中食海氏生物技術有限公司と大道安康（北

京）科技発展有限公司からのご助力、ならびに北京大学医学出版社のご協力があってこそ、



誕生したプロジェクトである。末筆ながら、そのご尽力に心からの敬意と感謝を表したい。 

李 勇 

北京大学公衆衛生学院栄養と食品衛生学科 

2007年 6月 北京にて 
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